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Ｉ．分担研究報告書 

 
「新型コロナウィルス感染症に対応した高齢者の介護や子供の保育ケアに関わる 

エッセンシャルワークを支援する遠隔アバターロボット・AIによる 
安心・安全な見守りケアの実用化に向けた研究」におけるアバターロボット技術の研究 

 
分担研究者    淺間 一 東京大学大学院教授 

 
      研究要旨： 

「遠隔アバターロボット技術の調査研究」を実施し、活動成果報告書の本論1.3.2項「アバ 
ターロボットの研究開発動向と販売されている商品の調査結果」および1.3.4項「介護・ 
保育施設における遠隔アバターロボットの効果的な利活用シーンの分析」に研究成果を 
まとめている。 

 
Ａ. 研究目的 
新型コロナ感染症への対応で増加した介護職員や

保育士の業務負担（被介護者、保育園児、家族への対
応等）の軽減を支援する遠隔アバターロボットの研
究・商品化調査し、現場導入可能な遠隔アバターロボ
ットを選定しフィジビリティスタディの技術支援と
今後の研究方向の明確化をすることを目的とする。 

 
Ｂ.  研究方法 
[1] 遠隔アバターロボットの調査（研究段階、商品） 
[2] 課題解決に有効と考えられるアバターロボットの選

定とフィジビリティスタディの技術支援 
（倫理面への配慮） 
フィジビリティスタディにおいて本人確認が出来な
いようプライバシー保護を配慮 
 
Ｃ. 研究結果 
アバターロボット技術の先行研究を調査した。 
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など商品化に関連する文献を調査し、研究成果の実

用化が着実に進んでいることを確認した。 
 
Ｄ. 考察 
新型コロナ感染症の影響で希薄となった人と人と

のコミュニケーションを補完する道具としての遠隔

操作可能なアバターロボットとしては、VR(Virtual 

Reality)や AR(Augmented Reality)技術の応用の研

究が進んでいる。これらの技術を応用したテレイグ

ジステンスロボットも試験販売されているが、研究

用として販売をしている段階で、実用に供するもの

は今後の研究開発成果を待つ必要がある。 
 
Ｅ. 結論 
遠隔操作可能なアバターロボットを保育現場に持

ち込みフィジビリティスタディを実施した結果、ロ

ボットの操作をしながら会話をすることで会話が促

進する可能性があることが確認できた。今後人の五

感がセンシング可能な遠隔アバターロボットの研究

が進むことでより実用性が増すことが期待される。 
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